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（１）一般科目及び専門基礎科目（ＪＡＢＥＥプログラム各コース共通）
　

（注）２年後期の講義はすべて集中講義

前期 後期 前期 後期

実践英語Ⅰ 演習 1 1

実践英語Ⅱ 演習 1 　 1

実践英語Ⅲ 演習 2 2

環境倫理学 講義 2 2  

産業デザイン演習 演習 2 2

工学倫理 講義 2 2

10 3 3 4

産業財産権特論 講義 2 2

専攻科特論一般Ⅰ
講義

又は演習 2  2 ４単位以内

専攻科特論一般Ⅱ
講義

又は演習 2 　 2

6 2 2 2

地球環境と現代生物学 講義 2 2

現代物理学 講義 2 2

応用情報処理演習 演習 2 2

6 4 2

応用数理Ⅰ 講義 2 2

応用数理Ⅱ 講義 2 2

応用数理Ⅲ 講義 2 2

量子力学 講義 2 2 　　　　１０単位以上

物性化学 講義 2 2 　　　　修得

画像工学 講義 2 2

応用情報処理 講義 2 2

統計力学及び熱力学 講義 2 2

専攻科特論専門Ⅰ 講義 2 2

専攻科特論専門Ⅱ 講義 2 2

20 4 8 2 6

26 8 10 2 6

42 13 15 6 8

専 門 基 礎 科 目 選 択 開 設 単 位 小 計

一 般 科 目 、 専 門 基 礎 科 目 開 設 単 位 合 計

４単位以内

一
般
科
目

専
門
基
礎
科
目

必
　
修

選
　
択

必
　
修

選

　
択

 専 門 基 礎 科 目 開 設 単 位 計

一  般  科  目  必  修  単  位  計

一　般　科　目　選　択　単　位　計

専 門 基 礎 科 目 必 修 単 位 小 計

１．専攻科の授業科目一覧

授業
形態

単
位
数

授　　業　　科　　目 備　　考１年次 ２年次

学　期　別　配　当



前期 後期 前期 後期

創 造 工 学 実 験 実験 2 2

技 術 英 語 演習 1 1

先 端 工 学 特 論 演習 1  1

専 攻 科 研 究 論 文 実験 10 1 2 7

専 攻 科 イ ン タ ー ン シ ッ プ 実習 7 7

21 3 3 8 7

弾 塑 性 力 学 講義 2 2

破 壊 力 学 講義 2 2

応 用 流 動 工 学 講義 2 2

生 産 加 工 学 講義 2 2  

移 動 現 象 論 講義 2 2

計 算 力 学 講義 2 2

設 計 シ ス テ ム 工 学 講義 2 2

メ カ ト ロ ニ ク ス 工 学 講義 2 2

シ ス テ ム 制 御 工 学 講義 2 2

デ ジ タ ル 制 御 講義 2 2

機 械 工 学 特 論
集中
講義 2 2

電 気 電 子 工 学 特 論
集中
講義 2 2

制 御 情 報 工 学 特 論
集中
講義 2 2

26 10 10 6 0

47 13 13 14 7

89 26 28 20 15

※機械工学プログラムは、本コースと本科４・５年生課程からなる。

（注２）２年後期の講義はすべて集中講義

全科目修得単位合計（一般科目、専門基礎科目を含む） 65単位以上

全開設単位合計（一般科目、専門基礎科目を含む）

専 門 科 目 開 設 単 位 計

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目

専 門 科 目 必 修 単 位 小 計

選
　
　
　
　
択

（ⅰ）機械工学コース

専 門 科 目 選 択 開 設 単 位 小 計

必
　
　
修

 学位申請等論文

　　　　12単位以上
修得

（２）専門科目（機械・電気システム工学専攻）

授　　　業　　　科　　　目
授業
形態

単
位
数

学 期 別 配 当

備　　考１ 年 次 ２ 年 次



前期 後期 前期 後期

創 造 工 学 実 験 実験 2 2

技 術 英 語 演習 1 1

先 端 工 学 特 論 演習 1  1

専 攻 科 研 究 論 文 実験 10 1 2 7

専 攻 科 イ ン タ ー ン シ ッ プ 実習 7 7

21 3 3 8 7

設 計 シ ス テ ム 工 学 講義 2 2

メ カ ト ロ ニ ク ス 工 学 講義 2 2

シ ス テ ム 制 御 工 学 講義 2 2

デ ジ タ ル 制 御 講義 2 2

形 式 言 語 と オ ー ト マ ト ン 講義 2 2

応 用 電 磁 気 学 講義 2 2  

光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 講義 2 2

集 積 回 路 工 学 講義 2 2

デ ジ タ ル 信 号 処 理 講義 2 2

プ ラ ズ マ 工 学 講義 2 2

機 械 工 学 特 論
集中
講義 2 2

電 気 電 子 工 学 特 論
集中
講義 2 2

制 御 情 報 工 学 特 論
集中
講義 2 2

26 12 8 6 0

47 15 11 14 7

89 28 26 20 15

※電気電子工学プログラムは、本コースと本科４・５年生（一部３年生）課程からなる。

（注２）２年後期の講義はすべて集中講義

備　　考１ 年 次 ２ 年 次

（ⅱ）電気電子工学コース

専 門 科 目 選 択 開 設 単 位 小 計

必
　
　
修

　　　　12単位以上
修得

専 門 科 目 必 修 単 位 小 計

選
　
　
　
　
択

授　　　業　　　科　　　目
授業
形態

単
位
数

学 期 別 配 当

全科目修得単位合計（一般科目、専門基礎科目を含む） 65単位以上

全開設単位合計（一般科目、専門基礎科目を含む）

専 門 科 目 開 設 単 位 計

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目

 学位申請等論文



前期 後期 前期 後期

創 造 工 学 実 験 実験 2 2

技 術 英 語 演習 1 1

先 端 工 学 特 論 演習 1  1

専 攻 科 研 究 論 文 実験 10 1 2 7

専 攻 科 イ ン タ ー ン シ ッ プ 実習 7 7

21 3 3 8 7

計 算 力 学 講義 2 2

メ カ ト ロ ニ ク ス 工 学 講義 2 2

シ ス テ ム 制 御 工 学 講義 2 2

デ ジ タ ル 制 御 講義 2 2

コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス 講義 2 2

パ タ ー ン 認 識 講義 2 2

形 式 言 語 と オ ー ト マ ト ン 講義 2 2

デ ー タ ベ ー ス 講義 2 2

応 用 電 磁 気 学 講義 2 2  

デ ジ タ ル 信 号 処 理 講義 2 2

機 械 工 学 特 論
集中
講義 2 2

電 気 電 子 工 学 特 論
集中
講義 2 2

制 御 情 報 工 学 特 論
集中
講義 2 2

26 12 6 8 0

47 15 9 16 7

89 28 24 22 15

※制御情報工学プログラムは、本コースと本科４・５年生課程からなる。

（注２）２年後期の講義はすべて集中講義

専 門 科 目 開 設 単 位 計

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目

 学位申請等論文

全科目修得単位合計（一般科目、専門基礎科目を含む） 65単位以上

全開設単位合計（一般科目、専門基礎科目を含む）

授　　　業　　　科　　　目
授業
形態

単
位
数

学 期 別 配 当

備　　考１ 年 次 ２ 年 次

（ⅲ）制御情報工学コース

専 門 科 目 必 修 単 位 小 計

選
　
　
　
　
択

専 門 科 目 選 択 開 設 単 位 小 計

必
　
　
修

　　　　12単位以上
修得



前期 後期 前期 後期

創 造 工 学 実 験 実験 2 2

技 術 英 語 演習 1 1

先 端 工 学 特 論 演習 1  1

専 攻 科 研 究 論 文 実験 10 1 2 7

専 攻 科 イ ン タ ー ン シ ッ プ 実習 7 7

21 3 3 8 7

有 機 反 応 化 学 講義 2 2

有 機 構 造 化 学 講義 2 2

生 体 機 能 分 子 学 講義 2 2  

生 体 物 質 化 学 講義 2 2  

化 学 工 学 特 論 講義 2 2  

機 能 有 機 材 料 特 論 講義 2 2

分 子 生 物 学 講義 2 2

高 分 子 材 料 特 論 講義 2 2

応 用 物 理 化 学 講義 2 2

機 能 性 無 機 材 料 学 講義 2 2

生 物 応 用 化 学 特 論
集中
講義 2 2

材 料 工 学 特 論
集中
講義 2 2

24 10 6 8 0

45 13 9 16 7

87 26 24 22 15

※生物応用化学プログラムは、本コースと本科４・５年生課程からなる。

（注２）２年後期の講義はすべて集中講義

（ⅰ）生物応用化学コース

 学位申請等論文

（３）専門科目（物質工学専攻）

授　　　業　　　科　　　目
授業
形態

単
位
数

学 期 別 配 当

備　　考１ 年 次 ２ 年 次

選
　
　
　
　
択

　　　　12単位以上

専 門 科 目 選 択 開 設 単 位 小 計

必
　
　
修

全科目修得単位合計（一般科目、専門基礎科目を含む） 65単位以上

全開設単位合計（一般科目、専門基礎科目を含む）

専 門 科 目 開 設 単 位 計

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目

専 門 科 目 必 修 単 位 小 計

　　　　修得



前期 後期 前期 後期

創 造 工 学 実 験 実験 2 2

技 術 英 語 演習 1 1

先 端 工 学 特 論 演習 1  1

専 攻 科 研 究 論 文 実験 10 1 2 7

専 攻 科 イ ン タ ー ン シ ッ プ 実習 7 7

21 3 3 8 7

高 分 子 材 料 特 論 講義 2 2

応 用 物 理 化 学 講義 2 2

機 能 性 無 機 材 料 学 講義 2 2

半 導 体 材 料 講義 2 2

材 料 組 織 制 御 講義 2 2

構 造 材 料 学 講義 2 2

腐 食 防 食 工 学 講義 2 2

材 料 強 度 学 講義 2 2 　

表 面 処 理 工 学 講義 2 2

高 温 強 度 学 講義 2 2  

生 物 応 用 化 学 特 論
集中
講義 2 2

材 料 工 学 特 論
集中
講義 2 2

24 8 10 6 0

45 11 13 14 7

87 24 28 20 15

※材料工学プログラムは、本コースと本科４・５年生課程からなる。

（注２）２年後期の講義はすべて集中講義

 学位申請等論文

２ 年 次

全科目修得単位合計（一般科目、専門基礎科目を含む） 65単位以上

　　　　12単位以上

　　　　修得

全開設単位合計（一般科目、専門基礎科目を含む）

専 門 科 目 開 設 単 位 計

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目

授　　　業　　　科　　　目
授業
形態

単
位
数

学 期 別 配 当

備　　考１ 年 次

（ⅱ）材料工学コース

専 門 科 目 必 修 単 位 小 計

選
　
　
　
　
択

専 門 科 目 選 択 開 設 単 位 小 計

必
　
　
修



 2. JABEE（日本技術者教育認定機構）について 
 

学生のための「JABEE 講座」 
専攻科主事 

JABEE について 
 諸君は JABEE のこと知っていますか？ 日本技術者教育認定機構のことであ

りジャビーと言います。この制度は、JABEE 認定を受けた技術者教育プログラ

ムの修了者（例えば、高専の専攻科生や大学生等）が、技術業務に就く能力が

あることを保証する制度です。 

 

各国の技術者資格認定登録と国際的同等性 

現在、米国、英国、カナダ等多くの国は、国内制度が整っています。更に、

国際的相互承認制度として北米自由貿易協定、ヨーロッパエンジニア協会、

ASEAN エンジニアリング連合会、APEC エンジニア等々にも加盟しています。

技術者資格の国際的相互承認制度としては､米国を中心としたワシントンアコ

ード（Washington Accord）がよく知られており、現在、米国、英国等の主要国

で構成され、他の国々も加盟準備を進めています。 

 

日本の技術者資格の現状 

日本では国内の審査機構 JABEE が 1999 年に設立され、2005 年に技術者教育

認定団体として、技術者教育の国際同等性を相互に認めあう Washington Accord

に加盟をしました。この JABEE の推進は、文部科学省、経済通産省、各学協会、

経団連などの支援で進められ、関連の報告会等が多く開催されています。 

 

JABEE と学生の将来について 

審査対象となるのは、高専の場合、本学科４～５年生と専攻科生及び関係教

職員で、教育目標と学生の達成度、教育・自己学習の量等が審査されます。各

学科又は教育プログラムが審査に合格すると、卒業する学生は、技術者として

の質の高さを国際的に保証されたことになります。また、プログラム修了生は、

技術者の国家資格である技術士の第一次試験が免除され、申請により「技術士

補」の免許を得ることができます。その後、所定の修習を積んで、第二次試験

に合格すれば、「技術士」の資格が得られます。「技術士」は、科学技術に関す

る高度な応用能力を備えていることを国が認定するものです。学生にとって、

JABEE 対応の教育課程を修了したかが、技術者として重要な要件に成りつつあ

ります。 

 

本校の現状 

 平成 16 年度に本校の５学科が初めて JABEE 審査を受審し、５プログラムとも

認定されました。認定の有効期限が審査年度を含めて５年間ですので、平成 21

年度には５プログラムとも認定継続審査を受審しました。その結果、再び全て

のプログラムが平成 24 年度までの認定を受けています。 

 
 



本校の教育理念と JABEE の学習・教育目標 

JABEE の審査基準の中で学生諸君が対象となるのは、下記の JABEE の学習・

教育目標に対する学習量とその達成度です。 

（１） 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養 

（２） 技術が社会および自然に及ぼす影響・効果に関する理解力や責任など、  

技術者として社会に対する責任を自覚する能力（技術者倫理） 

（３） 数学、自然科学、情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力 

（４） 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる

能力 

（５） 種々の科学・技術・情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイ 

ン能力 

（６） 日本語による論理的な記述力、口頭発表力、討議などのコミュニケーシ

ョン能力および国際的に通用するコミュニケーション基礎能力 

（７） 自主的、継続的に学習できる能力 

（８） 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力 

 

 これらの JABEE 基準は「深く学芸を教授し、職業に必要な能力を育成する」

という高専の設置基準や本校教育理念とよく合致しています。   

 また、JABEE の教育目標に対して、各コースとも独自にプログラム目標を設

定しています。 



     本校の教育理念 
   

       「自立の精神と創造性に富み、広い視野と豊かな心を      

              兼ね備えた、社会に貢献できる技術者の育成」 

 

 

 従って、学生は本校の教育理念をよく自覚し、学業に励んで下さい。 

 

授業時間と自己学習時間≧4000 時間 

 

 日本技術者教育認定機構（JABEE）では、大学設置基準をもとに、学習・教育

の量を下記のように定めています。 

 

（１） 4 年間で 124 単位以上修得していること。１単位は、授業時間＋自己学

習時間=45 時間となっています。 

（２） 授業時間（講義、演習、実験、実習など先生と接している時間）は 4 年

間で 1800 時間以上です。その内訳は人文社会系（語学を含む）250 時間以上、

自然科学系（IT を含む）250 時間以上、専門 900 時間以上です。この授業時

間を、JABEE では学習保証時間と呼んでいます。 

（３） 次ぎに、学生の自己学習時間ですが、自己学習時間と授業時間の和が

4000 時間以上を満たすこと、となっています。（本来、124 単位×45 時間≒

5600 時間ですが、現段階では１時間を 45 分に換算して 4000 時間にしている

と思われます。）本学科 4、5 年生＋専攻科 1、2 年生の学習保証時間は、学

科等で少し異なりますが約 2800 時間です。残りが学生の自己学習時間とな

ります。授業の予習復習、課題レポート等、日頃からシラバス等をよく読み

学習する習慣を身に付けておくことが重要です。 
 

              授業時間＋自己学習時間=45 時間／1 単位         
 

学生の成績評価 

成績評価は、主に定期試験で評価します。JABEE では出席点という概念（項

目）はなく、主に定期試験の学生答案を審査します。規定の出席を満たすとい

うことは科目履修に相当し、成績ではありません。  
 

 



機械工学プログラム 

 各 JABEE プログラムコースの教育目標 

 

 

 

（Ａ）広い視野から技術者倫理を理解し自覚できる。 

  (A-1) 技術者倫理を広い視野から多面的に考えることができる。 

  (A-2) 技術者倫理に対しその責任を理解できる。 

  (A-3) 技術者倫理に対しその責任を自覚できる。 

  

（Ｂ）数学，物理，情報技術に関する知識を専門分野に応用できる。 

  (B-1) 数学に関する知識とその工学的応用力 

  (B-2) 物理に関する知識とその工学的応用力 

  (B-3) 情報処理に関する知識とその工学的応用力  

 

（Ｃ）機械工学に関する以下の専門知識を教授し、職業上応用できる基礎能力

を学生の進路に配慮し育成する 

  (C-1) 材料と強度 

  (C-2) 機械設計 

  (C-3) 生産工学  

  (C-4) 熱・流体工学 

  (C-5) 制御・情報技術 

 

（Ｄ）実験・演習を実施し、その結果を工学的に解析し考察できる。 

  (D-1) 機械工学を学ぶ上で必要な各種の機械や機器の操作ができる。 

  (D-2) 実験・演習の結果を工学的に解析し考察できる。 

 

（Ｅ）自主的にテーマを企画立案し、創造的かつ継続的に実施できる。 

 

（Ｆ）種々の工学的知識や技術を利用し、自己学習やグループ学習により社会

の要求を解決できる。 

 

（Ｇ）専門技術に関するプレゼンテーションと国際化に対応できる基礎的なコ

ミュニケーションができる。 

  (G-1) 専門技術に関するプレゼンテーションができる。 

  (G-2) 国際化に対応できる基礎的なコミュニケーションができる。 

 

（Ｈ）与えられた条件のもとで技術者として地域社会に貢献できる。  

 

 

 

 

 

 



電気電子工学プログラム  

 

 

（Ａ）先端の電気エネルギーをマネージメントできる電気電子技術の習得 

産業社会の色々な要請に応えて、電気エネルギーの発生やその制御のしく

みを理解し、運用できる専門的知識、技術を習得して、設計に応用できる

能力を持つ電気電子技術者を育成します。 

 

（Ｂ）先端の情報通信・電子機器を活用できる電気電子技術の習得  

産業社会の色々な要請に応えて、ICT 電子機器のしくみを理解し、運用でき

る専門的知識、技術を習得して、設計に応用できる能力を持つ電気電子技

術者を育成します。 

 

（Ｃ）もの、製品をベースにした技術実務能力の習得 

商品化のために必要な電力、電気、電子機器に関する実験を計画、遂行し

得られたデータを解析、考察し、かつこれをまとめ説明できる能力を育成

します。  

 

（Ｄ）電気電子技術の基礎となる学力の修得 

数学、物理などの自然科学や情報技術に関する基礎知識を身につけて、こ

れを電気電子技術の専門領域で適用できる能力を修得します。 

 

（Ｅ）プレゼンテーション能力と国際的なコミュニケーション感覚の育成 

わかりやすく論理的な日本語で自らの意見を書面あるいは口頭で、情報機

器等を活用して相手に伝えるプレゼンテーション能力を育成します。さら

に英語によるコミュニケーション能力を養うと共に、海外の歴史、文化な

どに触れて国際感覚を養います。 

 

（Ｆ）技術者倫理感覚の育成 

技術が地域社会や国際社会あるいは自然環境に及ぼす影響、効果を理解し

て、技術者の責任を自覚し、商品化を目的とした規格適合、品質、安全性

等に関する倫理感覚と遵法精神を育成します。 

 

（Ｇ）企画・管理能力の育成 

地場産業や地域社会との「産学民」連携活動や企業実習により、実際の産

業、社会の工業活動の中から問題を見出して、これを解決していく能力を

育成します。 

 

 

 

 

 

 



制御情報工学プログラム  

 

 

（Ａ）技術者としての広い視野と倫理観 

  (A-1) 豊かな心を持ち、広い視野で物事を捉えることができる。 

  (A-2) 技術者としての倫理観を持ち、技術が社会、自然環境に及ぼす効果

や影響を理解できる。 

 

（Ｂ）基礎工学の知識と応用力 

  (B-1) 数学、自然科学、情報に関する知識を持ち、基礎的な工学問題の解

決に応用できる。 

  (B-2) 制御、情報工学専門周辺の基礎工学に関する知識を持ち、基礎的な

工学問題の解決に活用できる。 

 

（Ｃ）専門工学の知識と応用力 

  (C-1) 制御、情報およびこれらに関連した機械、電気電子分野の専門知識

を持ち、工学問題の解決に応用できる。 

  (C-2) 各専門分野の知識、技術を複合的に関連づけることができる。 

  (C-3) 上記の分野の基礎的な知識・技術をもとに実験し、分析、考察する

ことができる。              

 

（Ｄ）デザイン力 

  学んだ知識や技術をベースにして社会の要求に対する解決法を立案し，実

現までの手順を計画することができる。 

 

（Ｅ）コミュニケーション力 

  (E-1) 日本語で自己の考えや知識を的確に表現し、議論することができる。 

  (E-2) 英語による基礎的なコミュニケーションができる。 

 

（Ｆ）実践力 

  (F-1) 他者と協力して課題に取り組むことができる。 

  (F-2) 自ら学んで、必要な知識や情報を獲得し、継続的に学習できる。 

  (F-3) 与えられた課題に対して、計画的に作業を進め、期限内にまとめる

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（Ａ）技術者倫理と多面的視野 

  (A-1) 技術者として必要な倫理観を身に付け、管理能力、社会に対する説

明責任能力を習得する。 

  (A-2) 地球的規模で環境を考え技術をデザインする能力を習得する。 

 

（Ｂ）生物応用化学基礎と工学基礎 

  (B-1) 生物および化学に関する基礎知識を習得する。 

  (B-2) 物理、数学および情報技術を工学に応用できる。 

 

（Ｃ）生物応用化学の専門知識と応用力 

  (C-1) 生物化学もしくは応用化学に必要な専門知識、および両分野に共通

して必要な専門知識を習得しそれらを当該工業分野に応用することが

できる。 

  (C-2) 生物化学もしくは応用化学に必要な実験技術、および両分野に共通

して必要な実験技術を体得しそれらを種々の問題解決に応用すること

ができる。 

 

（Ｄ）生物応用化学基礎、工学基礎、生物応用化学の専門知識を活用し社会の

要求を解決するための企画力を持っている。 

 

（Ｅ）国際化に対応できるコミュニケーション基礎能力を習得する。 

 

（Ｆ）自主的にテーマを企画立案し、創造的かつ継続的に実施することができ

る。 

 

（Ｇ）地域社会を中心とした産業界に技術者として広く貢献できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生物応用化学プログラム 



 

 

 

（Ａ）自然科学および情報処理技術に関する知識 

  (A-1) 数学、物理、化学などの自然科学に関する基礎知識とその応用力を

身に付ける。 

  (A-2) 情報処理に関する知識や技術を専門分野に適応させる能力を身に付

ける。 

 

（Ｂ）材料に関する基本的知識と応用力 

  (B-1) 材料、特に金属およびセラミックス材料の物性、構造、性質につい

ての基礎知識を身に付ける。 

  (B-2) 材料、特に金属およびセラミックス材料の製造プロセスについての

基礎知識を身に付ける。 

  (B-3) これらの知識を工学問題の解決に活用できる能力を身に付ける。 

 

（Ｃ）工学的基礎原理・現象の理解能力 

  (C-1) 工学的な基礎原理・現象を実験によって理解できる能力を身に付け

る。 

 

（Ｄ）調査および実行能力 

  (D-1) 課題に対して自主的に調査する能力を身に付ける。 

  (D-2) 計画性を持って物事に取組み、実行する能力を身に付ける。 

  (D-3) 課題の結果を間違いの少ない文章および口頭で表現し、討論できる

能力を身に付ける。 

 

（Ｅ）異文化理解とコミュニケーション能力 

  (E-1) 外国に関する知識および国際的コミュニケーションの基礎能力を身

に付ける。 

 

（Ｆ）多面的視野と技術者倫理 

  (F-1) 技術の人間社会や自然環境への関わりを理解し、グローバルに物事

を考える能力を身に付ける。 

(F-2) 技術者の社会的責任を自覚する能力を身に付ける。 

 

（Ｇ）地域産業での実務経験 

  (G-1) インターンシップなどの実務経験を通して、多面的に物事を考える

能力を身に付ける。 

材料工学プログラム 



■授業科目 

 

 

 

機械工学コース 
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専攻科各コース共通 機械工学コース 1年
環境倫理学 6A03 藤木 篤

　　　　後期 　　講義 　 30  必修 　一般 2

1960年代以降、度重なる公害問題や環境破壊を背景として、環境倫理学という新しい倫理分野が提唱された。しかしながら環
境倫理学の登場以降、そうした問題が氷解したわけではなく、現在ではむしろより複雑化し、閉塞的な状況に陥っている。環境
問題は、かつて想定されていたほど単純なものではなかったのである。 
この授業では、旧来の環境倫理学が解決しようとした問題はいったいどのようなものであるのか、彼(女)らの試みのどのような
点において理論的な不十分さが認められるのか、そして私たちはどのようにそれらを乗り越えて行くべきなのか、研究の最前線
を担う環境倫理学者たちの論評をもとに考察する。

 
 

  A-2 

１．現実に生じている環境問題の実情を理解する 
２．旧来の環境倫理学で主流となっている、「二項対立」図式の長所と短所
を的確に捉えることができる。 
３．「二項対立」図式に代わる、新たな環境倫理学理論が求められているこ
とを理解する。

１．ガイダンス(授業の進め方、成績評価方法、再試験の有無等) 
２．序章 環境倫理の現在̶二項対立図式を超えて 
３．第2章 自然・人為̶都市と人工物の倫理 
４．第3章 生命・殺生̶肉食の倫理、菜食の倫理 
５．第4章 公害・正義̶「環境」から切り捨てられたもの/者 
６．第5章 責任・未来̶世代間倫理の行方 
７．第7章 「外来対在来」を問う̶地域社会のなかの外来種 
８．第8章 「持続可能性」を問う̶「持続可能な」野生動物保護管理の政治と倫理 
９．第9章 「文化の対立」を問う̶捕鯨問題の「二項対立」を超えて 
10．第10章 「自然の再生」を問う̶環境倫理と歴史認識 
11．第11章 「地球に優しい」を問う̶自然エネルギーと自然「保護」の隘路 
12．第14章 政策から政/祭へ̶熟議型市民政治とローカルな共的管理の対立を乗り越える
ために 
13．第15章 安全(ゼロリスク)から危険(リスク)へ̶生態リスク管理と予防原則をめぐって 
14．第16章 制御(コントロール)から管理(マネジメント)へ̶包括的ウェルネスの思想 
15．終章 および まとめ

鬼頭秀一/福永真弓(編著)『環境倫理学』、東京大学出版会、

・担当者の作成したレジュメを参照しながら、教科書の内容を批判的に吟味する。 
・担当者は各章ごとに定める。初回(序章)は担当教員がレジュメを作成する。 
・担当者は、自らがまとめたレジュメをもとに、受講者全員の前で各章の要約を行う(数分程度)。 
　その後、担当教員による講義を行う。 
・理由の如何を問わず、レジュメの作成を怠った場合は大幅に減点する。 
 
なお授業時数の関係上、第1, 6, 12, 13章については本講義では扱わない。

授業時のレジュメ作成30%、課題レポート(1～3回)70%を目安として評価する。 
再試験：行わない。 
評価基準：60点以上を合格とする。
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専攻科各コース共通 機械工学コース 2年
工学倫理 7A02 藤木 篤

　　　　前期 　　講義 　 30  必修 　一般 2

近年、技術者への倫理教育の必要性が各所で叫ばれるようになってきている。本講義で
は、技術者へ倫理教育が求められるようになっていった歴史的背景を概観した後、技術
者に必要とされる倫理観や、技術者が技術の専門家としての責任を果たそうとするとき
に直面するであろう倫理的に困難な状況について学ぶ。

A-1 
A-2 
A-3 

１．科学リテラシーと社会技術の在り方から、工学倫理の概要を理解する。 
２．社会が技術者に対して求める倫理観とはどのようなものかを把握する。 
３．工学倫理上の事例分析を通じて、倫理的想像力を養う。

１．ガイダンス / 学問の類型としての工学̶学生から専門家へという視点 
２．工学倫理が問題となる背景 
３．工学倫理という分野の特徴と目的 
４．技術者による内部告発 
５．失敗学の登場̶工学倫理の今日的状況と課題 
６．安全と設計 
７．工学系学協会による倫理規定 
８．専門家としての技術者の責任̶社会契約モデル・社会実験モデル・誇りモデル 
９．法と科学技術(1)̶工学倫理と法工学 
10．法と科学技術(2)̶製造物責任法 
11．災害・公害と犯罪の境界 
12．公害発生史の背景̶科学的知見の不確実性と工学の責任 
13．科学技術における予防原則 
14．科学技術リテラシーの一般化 
15．社会技術の提唱へ

教材：特に定めない。必要な資料に関しては担当教員が授業中に配布する。 
参考図書：授業中に指示する。

講義を中心とする。

中間レポート(1～3回)30%、学期末レポート70%を目安として評価する。 
剽窃や不適切な引用が見られた場合、学期の全期間において成績評価の対象としない。 
再試験：行わない。 
評価基準：60点以上を合格とする。
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電気電子工学コース 
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専攻科各コース共通 電気電子工学コース 1年
環境倫理学 6E03 藤木 篤

　　　　後期 　　講義 　 30  必修 　一般 2

1960年代以降、度重なる公害問題や環境破壊を背景として、環境倫理学という新しい倫理分野が提唱された。しかしながら環
境倫理学の登場以降、そうした問題が氷解したわけではなく、現在ではむしろより複雑化し、閉塞的な状況に陥っている。環境
問題は、かつて想定されていたほど単純なものではなかったのである。 
この授業では、旧来の環境倫理学が解決しようとした問題はいったいどのようなものであるのか、彼(女)らの試みのどのような
点において理論的な不十分さが認められるのか、そして私たちはどのようにそれらを乗り越えて行くべきなのか、研究の最前線
を担う環境倫理学者たちの論評をもとに考察する。

 
 

  F

１．現実に生じている環境問題の実情を理解する 
２．旧来の環境倫理学で主流となっている、「二項対立」図式の長所と短所
を的確に捉えることができる。 
３．「二項対立」図式に代わる、新たな環境倫理学理論が求められているこ
とを理解する。

１．ガイダンス(授業の進め方、成績評価方法、再試験の有無等) 
２．序章 環境倫理の現在̶二項対立図式を超えて 
３．第2章 自然・人為̶都市と人工物の倫理 
４．第3章 生命・殺生̶肉食の倫理、菜食の倫理 
５．第4章 公害・正義̶「環境」から切り捨てられたもの/者 
６．第5章 責任・未来̶世代間倫理の行方 
７．第7章 「外来対在来」を問う̶地域社会のなかの外来種 
８．第8章 「持続可能性」を問う̶「持続可能な」野生動物保護管理の政治と倫理 
９．第9章 「文化の対立」を問う̶捕鯨問題の「二項対立」を超えて 
10．第10章 「自然の再生」を問う̶環境倫理と歴史認識 
11．第11章 「地球に優しい」を問う̶自然エネルギーと自然「保護」の隘路 
12．第14章 政策から政/祭へ̶熟議型市民政治とローカルな共的管理の対立を乗り越える
ために 
13．第15章 安全(ゼロリスク)から危険(リスク)へ̶生態リスク管理と予防原則をめぐって 
14．第16章 制御(コントロール)から管理(マネジメント)へ̶包括的ウェルネスの思想 
15．終章 および まとめ

鬼頭秀一/福永真弓(編著)『環境倫理学』、東京大学出版会、

・担当者の作成したレジュメを参照しながら、教科書の内容を批判的に吟味する。 
・担当者は各章ごとに定める。初回(序章)は担当教員がレジュメを作成する。 
・担当者は、自らがまとめたレジュメをもとに、受講者全員の前で各章の要約を行う(数分程度)。 
　その後、担当教員による講義を行う。 
・理由の如何を問わず、レジュメの作成を怠った場合は大幅に減点する。 
 
なお授業時数の関係上、第1, 6, 12, 13章については本講義では扱わない。

授業時のレジュメ作成30%、課題レポート(1～3回)70%を目安として評価する。 
再試験：行わない。 
評価基準：60点以上を合格とする。
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専攻科各コース共通 電気電子工学コース 2年
工学倫理 7E02 藤木 篤

　　　　前期 　　講義 　 30  必修 　一般 2

近年、技術者への倫理教育の必要性が各所で叫ばれるようになってきている。本講義で
は、技術者へ倫理教育が求められるようになっていった歴史的背景を概観した後、技術
者に必要とされる倫理観や、技術者が技術の専門家としての責任を果たそうとするとき
に直面するであろう倫理的に困難な状況について学ぶ。

 
F

１．科学リテラシーと社会技術の在り方から、工学倫理の概要を理解する。 
２．社会が技術者に対して求める倫理観とはどのようなものかを把握する。 
３．工学倫理上の事例分析を通じて、倫理的想像力を養う。

１．ガイダンス / 学問の類型としての工学̶学生から専門家へという視点 
２．工学倫理が問題となる背景 
３．工学倫理という分野の特徴と目的 
４．技術者による内部告発 
５．失敗学の登場̶工学倫理の今日的状況と課題 
６．安全と設計 
７．工学系学協会による倫理規定 
８．専門家としての技術者の責任̶社会契約モデル・社会実験モデル・誇りモデル 
９．法と科学技術(1)̶工学倫理と法工学 
10．法と科学技術(2)̶製造物責任法 
11．災害・公害と犯罪の境界 
12．公害発生史の背景̶科学的知見の不確実性と工学の責任 
13．科学技術における予防原則 
14．科学技術リテラシーの一般化 
15．社会技術の提唱へ

教材：特に定めない。必要な資料に関しては担当教員が授業中に配布する。 
参考図書：授業中に指示する。

講義を中心とする。

中間レポート(1～3回)30%、学期末レポート70%を目安として評価する。 
剽窃や不適切な引用が見られた場合、学期の全期間において成績評価の対象としない。 
再試験：行わない。 
評価基準：60点以上を合格とする。
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■授業科目 

 

 

 

制御情報工学コース 
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専攻科各コース共通 制御情報工学コース 1年
環境倫理学 6S03 藤木 篤

　　　　後期 　　講義 　 30  必修 　一般 2

1960年代以降、度重なる公害問題や環境破壊を背景として、環境倫理学という新しい倫理分野が提唱された。しかしながら環
境倫理学の登場以降、そうした問題が氷解したわけではなく、現在ではむしろより複雑化し、閉塞的な状況に陥っている。環境
問題は、かつて想定されていたほど単純なものではなかったのである。 
この授業では、旧来の環境倫理学が解決しようとした問題はいったいどのようなものであるのか、彼(女)らの試みのどのような
点において理論的な不十分さが認められるのか、そして私たちはどのようにそれらを乗り越えて行くべきなのか、研究の最前線
を担う環境倫理学者たちの論評をもとに考察する。

 
 

  A-2

１．現実に生じている環境問題の実情を理解する 
２．旧来の環境倫理学で主流となっている、「二項対立」図式の長所と短所
を的確に捉えることができる。 
３．「二項対立」図式に代わる、新たな環境倫理学理論が求められているこ
とを理解する。

１．ガイダンス(授業の進め方、成績評価方法、再試験の有無等) 
２．序章 環境倫理の現在̶二項対立図式を超えて 
３．第2章 自然・人為̶都市と人工物の倫理 
４．第3章 生命・殺生̶肉食の倫理、菜食の倫理 
５．第4章 公害・正義̶「環境」から切り捨てられたもの/者 
６．第5章 責任・未来̶世代間倫理の行方 
７．第7章 「外来対在来」を問う̶地域社会のなかの外来種 
８．第8章 「持続可能性」を問う̶「持続可能な」野生動物保護管理の政治と倫理 
９．第9章 「文化の対立」を問う̶捕鯨問題の「二項対立」を超えて 
10．第10章 「自然の再生」を問う̶環境倫理と歴史認識 
11．第11章 「地球に優しい」を問う̶自然エネルギーと自然「保護」の隘路 
12．第14章 政策から政/祭へ̶熟議型市民政治とローカルな共的管理の対立を乗り越える
ために 
13．第15章 安全(ゼロリスク)から危険(リスク)へ̶生態リスク管理と予防原則をめぐって 
14．第16章 制御(コントロール)から管理(マネジメント)へ̶包括的ウェルネスの思想 
15．終章 および まとめ

鬼頭秀一/福永真弓(編著)『環境倫理学』、東京大学出版会、

・担当者の作成したレジュメを参照しながら、教科書の内容を批判的に吟味する。 
・担当者は各章ごとに定める。初回(序章)は担当教員がレジュメを作成する。 
・担当者は、自らがまとめたレジュメをもとに、受講者全員の前で各章の要約を行う(数分程度)。 
　その後、担当教員による講義を行う。 
・理由の如何を問わず、レジュメの作成を怠った場合は大幅に減点する。 
 
なお授業時数の関係上、第1, 6, 12, 13章については本講義では扱わない。

授業時のレジュメ作成30%、課題レポート(1～3回)70%を目安として評価する。 
再試験：行わない。 
評価基準：60点以上を合格とする。
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専攻科各コース共通 制御情報工学コース 2年
工学倫理 7S02 藤木 篤

　　　　前期 　　講義 　 30  必修 　一般 2

近年、技術者への倫理教育の必要性が各所で叫ばれるようになってきている。本講義で
は、技術者へ倫理教育が求められるようになっていった歴史的背景を概観した後、技術
者に必要とされる倫理観や、技術者が技術の専門家としての責任を果たそうとするとき
に直面するであろう倫理的に困難な状況について学ぶ。

 
A-2

１．科学リテラシーと社会技術の在り方から、工学倫理の概要を理解する。 
２．社会が技術者に対して求める倫理観とはどのようなものかを把握する。 
３．工学倫理上の事例分析を通じて、倫理的想像力を養う。

１．ガイダンス / 学問の類型としての工学̶学生から専門家へという視点 
２．工学倫理が問題となる背景 
３．工学倫理という分野の特徴と目的 
４．技術者による内部告発 
５．失敗学の登場̶工学倫理の今日的状況と課題 
６．安全と設計 
７．工学系学協会による倫理規定 
８．専門家としての技術者の責任̶社会契約モデル・社会実験モデル・誇りモデル 
９．法と科学技術(1)̶工学倫理と法工学 
10．法と科学技術(2)̶製造物責任法 
11．災害・公害と犯罪の境界 
12．公害発生史の背景̶科学的知見の不確実性と工学の責任 
13．科学技術における予防原則 
14．科学技術リテラシーの一般化 
15．社会技術の提唱へ

教材：特に定めない。必要な資料に関しては担当教員が授業中に配布する。 
参考図書：授業中に指示する。

講義を中心とする。

中間レポート(1～3回)30%、学期末レポート70%を目安として評価する。 
剽窃や不適切な引用が見られた場合、学期の全期間において成績評価の対象としない。 
再試験：行わない。 
評価基準：60点以上を合格とする。
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生物応用化学コース 
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専攻科各コース共通 生物応用化学コース 1年
環境倫理学 6C03 藤木 篤

　　　　後期 　　講義 　 30  必修 　一般 2

1960年代以降、度重なる公害問題や環境破壊を背景として、環境倫理学という新しい倫理分野が提唱された。しかしながら環
境倫理学の登場以降、そうした問題が氷解したわけではなく、現在ではむしろより複雑化し、閉塞的な状況に陥っている。環境
問題は、かつて想定されていたほど単純なものではなかったのである。 
この授業では、旧来の環境倫理学が解決しようとした問題はいったいどのようなものであるのか、彼(女)らの試みのどのような
点において理論的な不十分さが認められるのか、そして私たちはどのようにそれらを乗り越えて行くべきなのか、研究の最前線
を担う環境倫理学者たちの論評をもとに考察する。

 
 

  A-1

１．現実に生じている環境問題の実情を理解する 
２．旧来の環境倫理学で主流となっている、「二項対立」図式の長所と短所
を的確に捉えることができる。 
３．「二項対立」図式に代わる、新たな環境倫理学理論が求められているこ
とを理解する。

１．ガイダンス(授業の進め方、成績評価方法、再試験の有無等) 
２．序章 環境倫理の現在̶二項対立図式を超えて 
３．第2章 自然・人為̶都市と人工物の倫理 
４．第3章 生命・殺生̶肉食の倫理、菜食の倫理 
５．第4章 公害・正義̶「環境」から切り捨てられたもの/者 
６．第5章 責任・未来̶世代間倫理の行方 
７．第7章 「外来対在来」を問う̶地域社会のなかの外来種 
８．第8章 「持続可能性」を問う̶「持続可能な」野生動物保護管理の政治と倫理 
９．第9章 「文化の対立」を問う̶捕鯨問題の「二項対立」を超えて 
10．第10章 「自然の再生」を問う̶環境倫理と歴史認識 
11．第11章 「地球に優しい」を問う̶自然エネルギーと自然「保護」の隘路 
12．第14章 政策から政/祭へ̶熟議型市民政治とローカルな共的管理の対立を乗り越える
ために 
13．第15章 安全(ゼロリスク)から危険(リスク)へ̶生態リスク管理と予防原則をめぐって 
14．第16章 制御(コントロール)から管理(マネジメント)へ̶包括的ウェルネスの思想 
15．終章 および まとめ

鬼頭秀一/福永真弓(編著)『環境倫理学』、東京大学出版会、

・担当者の作成したレジュメを参照しながら、教科書の内容を批判的に吟味する。 
・担当者は各章ごとに定める。初回(序章)は担当教員がレジュメを作成する。 
・担当者は、自らがまとめたレジュメをもとに、受講者全員の前で各章の要約を行う(数分程度)。 
　その後、担当教員による講義を行う。 
・理由の如何を問わず、レジュメの作成を怠った場合は大幅に減点する。 
 
なお授業時数の関係上、第1, 6, 12, 13章については本講義では扱わない。

授業時のレジュメ作成30%、課題レポート(1～3回)70%を目安として評価する。 
再試験：行わない。 
評価基準：60点以上を合格とする。
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専攻科各コース共通 生物応用化学コース 2年
工学倫理 7C02 藤木 篤

　　　　前期 　　講義 　 30  必修 　一般 2

近年、技術者への倫理教育の必要性が各所で叫ばれるようになってきている。本講義で
は、技術者へ倫理教育が求められるようになっていった歴史的背景を概観した後、技術
者に必要とされる倫理観や、技術者が技術の専門家としての責任を果たそうとするとき
に直面するであろう倫理的に困難な状況について学ぶ。

 
A-1

１．科学リテラシーと社会技術の在り方から、工学倫理の概要を理解する。 
２．社会が技術者に対して求める倫理観とはどのようなものかを把握する。 
３．工学倫理上の事例分析を通じて、倫理的想像力を養う。

１．ガイダンス / 学問の類型としての工学̶学生から専門家へという視点 
２．工学倫理が問題となる背景 
３．工学倫理という分野の特徴と目的 
４．技術者による内部告発 
５．失敗学の登場̶工学倫理の今日的状況と課題 
６．安全と設計 
７．工学系学協会による倫理規定 
８．専門家としての技術者の責任̶社会契約モデル・社会実験モデル・誇りモデル 
９．法と科学技術(1)̶工学倫理と法工学 
10．法と科学技術(2)̶製造物責任法 
11．災害・公害と犯罪の境界 
12．公害発生史の背景̶科学的知見の不確実性と工学の責任 
13．科学技術における予防原則 
14．科学技術リテラシーの一般化 
15．社会技術の提唱へ

教材：特に定めない。必要な資料に関しては担当教員が授業中に配布する。 
参考図書：授業中に指示する。

講義を中心とする。

中間レポート(1～3回)30%、学期末レポート70%を目安として評価する。 
剽窃や不適切な引用が見られた場合、学期の全期間において成績評価の対象としない。 
再試験：行わない。 
評価基準：60点以上を合格とする。
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■授業科目 
 

 

 

材料工学コース 
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専攻科各コース共通 材料工学コース 1年
環境倫理学 6M03 藤木 篤

　　　　後期 　　講義 　 30  必修 　一般 2

1960年代以降、度重なる公害問題や環境破壊を背景として、環境倫理学という新しい倫理分野が提唱された。しかしながら環
境倫理学の登場以降、そうした問題が氷解したわけではなく、現在ではむしろより複雑化し、閉塞的な状況に陥っている。環境
問題は、かつて想定されていたほど単純なものではなかったのである。 
この授業では、旧来の環境倫理学が解決しようとした問題はいったいどのようなものであるのか、彼(女)らの試みのどのような
点において理論的な不十分さが認められるのか、そして私たちはどのようにそれらを乗り越えて行くべきなのか、研究の最前線
を担う環境倫理学者たちの論評をもとに考察する。

 
 

  F-1

１．現実に生じている環境問題の実情を理解する 
２．旧来の環境倫理学で主流となっている、「二項対立」図式の長所と短所
を的確に捉えることができる。 
３．「二項対立」図式に代わる、新たな環境倫理学理論が求められているこ
とを理解する。

１．ガイダンス(授業の進め方、成績評価方法、再試験の有無等) 
２．序章 環境倫理の現在̶二項対立図式を超えて 
３．第2章 自然・人為̶都市と人工物の倫理 
４．第3章 生命・殺生̶肉食の倫理、菜食の倫理 
５．第4章 公害・正義̶「環境」から切り捨てられたもの/者 
６．第5章 責任・未来̶世代間倫理の行方 
７．第7章 「外来対在来」を問う̶地域社会のなかの外来種 
８．第8章 「持続可能性」を問う̶「持続可能な」野生動物保護管理の政治と倫理 
９．第9章 「文化の対立」を問う̶捕鯨問題の「二項対立」を超えて 
10．第10章 「自然の再生」を問う̶環境倫理と歴史認識 
11．第11章 「地球に優しい」を問う̶自然エネルギーと自然「保護」の隘路 
12．第14章 政策から政/祭へ̶熟議型市民政治とローカルな共的管理の対立を乗り越える
ために 
13．第15章 安全(ゼロリスク)から危険(リスク)へ̶生態リスク管理と予防原則をめぐって 
14．第16章 制御(コントロール)から管理(マネジメント)へ̶包括的ウェルネスの思想 
15．終章 および まとめ

鬼頭秀一/福永真弓(編著)『環境倫理学』、東京大学出版会、

・担当者の作成したレジュメを参照しながら、教科書の内容を批判的に吟味する。 
・担当者は各章ごとに定める。初回(序章)は担当教員がレジュメを作成する。 
・担当者は、自らがまとめたレジュメをもとに、受講者全員の前で各章の要約を行う(数分程度)。 
　その後、担当教員による講義を行う。 
・理由の如何を問わず、レジュメの作成を怠った場合は大幅に減点する。 
 
なお授業時数の関係上、第1, 6, 12, 13章については本講義では扱わない。

授業時のレジュメ作成30%、課題レポート(1～3回)70%を目安として評価する。 
再試験：行わない。 
評価基準：60点以上を合格とする。
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専攻科各コース共通 材料工学コース 2年
工学倫理 7M02 藤木 篤

　　　　前期 　　講義 　 30  必修 　一般 2

近年、技術者への倫理教育の必要性が各所で叫ばれるようになってきている。本講義で
は、技術者へ倫理教育が求められるようになっていった歴史的背景を概観した後、技術
者に必要とされる倫理観や、技術者が技術の専門家としての責任を果たそうとするとき
に直面するであろう倫理的に困難な状況について学ぶ。

 
F-2

１．科学リテラシーと社会技術の在り方から、工学倫理の概要を理解する。 
２．社会が技術者に対して求める倫理観とはどのようなものかを把握する。 
３．工学倫理上の事例分析を通じて、倫理的想像力を養う。

１．ガイダンス / 学問の類型としての工学̶学生から専門家へという視点 
２．工学倫理が問題となる背景 
３．工学倫理という分野の特徴と目的 
４．技術者による内部告発 
５．失敗学の登場̶工学倫理の今日的状況と課題 
６．安全と設計 
７．工学系学協会による倫理規定 
８．専門家としての技術者の責任̶社会契約モデル・社会実験モデル・誇りモデル 
９．法と科学技術(1)̶工学倫理と法工学 
10．法と科学技術(2)̶製造物責任法 
11．災害・公害と犯罪の境界 
12．公害発生史の背景̶科学的知見の不確実性と工学の責任 
13．科学技術における予防原則 
14．科学技術リテラシーの一般化 
15．社会技術の提唱へ

教材：特に定めない。必要な資料に関しては担当教員が授業中に配布する。 
参考図書：授業中に指示する。

講義を中心とする。

中間レポート(1～3回)30%、学期末レポート70%を目安として評価する。 
剽窃や不適切な引用が見られた場合、学期の全期間において成績評価の対象としない。 
再試験：行わない。 
評価基準：60点以上を合格とする。
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